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エネルギー源改修 ～重油から電気へ～ 

 

ハイブリッドカーや太陽光発電など、地球温暖化、CO2削減に関す

るトピックを目にしない日が無いほど、環境・省エネ問題は私達の

日常に広く浸透していますが、当院でもそのような省エネ対策の一

環として、昨春より準備を行い、9月～11月にかけ、空調や給湯の

エネルギー源を、重油から電気へ改修する工事を行いました。 

病院と省エネ、一見直接に結びつかないように思えますが、病院

は24時間・365日稼働する病棟で絶えず治療や看護を行う、いわば

“眠らない事業所”であり、立派な高エネルギー事業です。もちろ

ん省エネが、患者さんの命を預かる医療機関の第一目標にはなりえ

ませんが、広い視点において、安全な医療を通して生命を守る病院

と、それを育む地球環境の行く末は相通じるものがあり、無駄なエ

ネルギーの使用を抑えることは、今日の病院に与えられた重要な使

命であるといえます。 

折しも今年度より施行された改正省エネ法では、業種を問わず、

従来よりも一層広い範囲で、様々な事業者にエネルギー消費削減が

努力義務として課されることとなりましたが、もちろん病院もその

例外ではなく、毎年少なくとも1％のエネルギー削減を行っていか

なくてはなりません。 

 一方、この削減目標の実現には設備投資や工事などで相当の費用

を要しますが、今回の取り組みについては、特に省エネ性に優れて 

いるものとして国土交通省より「建築物省エネ改修推進

事業」として正式に認可され、一部補助金が交付される

こととなりました。重油はガソリン同様、諸外国の影響

で供給や価格が変動しやすく、また環境的にも問題が少

なくありませんが、熱源を電気に変えることにより、省

エネ性は原油に換算して16％の向上。環境性、即ちCO2排

出量では年間で、およそ1,470t（昨年度実績）が870tへ

減少し、年約600tが削減されると試算しています。経費

面でもこれは大きなメリットを生むこととなります。 

諸説あるようですが、CO2やフロンなど温室効果ガスは

寿命が長く、一旦大気中に拡散すると、約100年に渡り地

球環境に影響を及ぼし続けるとの予測もあり、特に今後

10～30年の排出抑制努力が、未来の地球環境に大きな効

果を上げるといわれています。 

 環境税導入やCO2排出権取引の方法など、政府対応は現

時点で未だ不透明な部分もありますが、中長期的には低

炭素社会への移行は一層加速していくことは間違いあり

ません。当院も「設備更新して終わり」ではなく、これ

をスタート地点として、今後、エネルギーの上手な運用

を工夫し、「無駄のない省エネ」を継続していきます。 

  

             事務長  北村 泰之 

    エコキュート 

夜間電力でお湯を効率よく沸

かします 

   ヒートポンプチラー 
高効率に館内の空調をコント

ロールします            

2010年大晦日の夜、ドイツにて 

 翌日から始まる新しい年のことを考えながら、

フランクフルト市内の公園を散歩していると、雪

の上にウサギがじっと座っているのを発見しまし

た。森の中なら驚きませんが、木がまばらにしか

ない、大阪であれば中之島公園のような場所にい

たのです。しかもじっと辺りを見渡すと目に見える範囲で合計10匹の
ウサギがおり、あちこちで跳ねています。本来夜行性ですが、朝方や

夕方でも雪が解けているところの草を求めて動くようです。日本にお

いては田舎では夜間に出会うことがあるかもしれませんが、昼間や都

会では滅多に野生のウサギに出会うことはありません。ドイツに住む

友人のブログには、自宅近くに出没するウサギについて好意的に記事

が載せられ、日常生活の中にウサギがいる様子がよくわかります。 

 一方、フランス、パリのシャルルドゴール空港では、空港一面が草

原となっているので、ウサギにとっては正に天国で、数が増え空港の 

ケーブルを噛るため大量のウサギが駆除されているそうです。 

また、美食の国として知られるフランスでは、野ウサギは秋の旬の

食材として人気があり、ドイツのウサギに対する感覚とは異なるの

かもしれません。数匹であれば可愛いウサギも、多すぎると厄介者

になってしまうのは辛いことです。 

さて、日本の病院も数が増えすぎていたところ、政府の意向どお

り病院数は少しずつではありますが減少し、質が問わ

れる時代となってきています。 
今年の当院は、病院機能評価の有効期間5年間の丁度
折り返し地点であり、機能評価機構の意向にそって改

善してきた業務の見直しも必要な時期です。新しいこ

とに挑戦しながらも基礎に戻って見直すことを忘れな

い、ウサギのように跳ねては、またしっかりと地に足

を着ける、そんな年にしたいと考えます。  

本年もよろしくお願いいたします。 

新  年  の  御  挨  拶   

                             病院長 信友 政明 
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ご意見箱よりご意見箱より                          
 

≪ご意見≫ 

 看護師さんは処置の際、名前も呼ばず、声も掛けません。 

意思表示が出来ない患者にも優しく接して欲しいです。 

＜回答＞ 

 今回頂いたご意見をもとに各病棟で考える機会を設け、自分達の日々の行動を振

り返り、反省をいたしました。今後はこの様な状況がないように、職員への教育・指導

を強化してまい りたい と考えます。貴重なご意見ありがと うございました。                                                

                                           看護部長 

 

≪ご意見≫ 

協立温泉病院職員の皆様へ 

お陰さまで母が100歳を迎えました。 

日頃は母の看病に大変お世話いただき、心からの感謝と共に厚くお礼申し上げます。

母がお陰をもちまして本日10月17日元気に100歳の誕生日を迎えることができまし

た。 

これもひとえに先生、看護師、医療相談室、事務室等の皆様方々の献身的な暖か

いご支援の賜物と家族一同大変喜んでおります。有難うございました。母も歳と共に

勝手気ままが増えることと思いますが今後ともよろしくお世話くださいますようお願い申し

上げます。 

＜回答＞ 

 100歳おめでとうございます。お元気で誕生日を迎えられましたことを私共、職員も心

よりお喜び申し上げます。ご家族が用意された誕生祝の色紙がとても素敵ですね。私

共も暖かい気持ちにさせていただきました。ご丁寧なお手紙を有難うございました。 

 

≪ご意見≫ 

 いつも皆様によくしていただき感謝しております。食事のエプロンです

が、何故、今のに変わったのでしょうか。すぐに破れるし、短いし、こぼ

す患者には良いところがありません。着替えも大変ですし、早急に検討し

ていただくようお願いいたします。 

＜回答＞ 

 ご迷惑をおかけしまして誠に申し訳ございません。食事用のエプロンは

一時業者の都合で２～３週間代用品として使用しておりました。現在、従

来のものに戻っております。一時的な使用である旨の説明が不十分であっ

たことをお詫びいたします。 

                     看護部長 

 

 貴重な御意見を有難うございました。 

ｼﾘｰｽﾞ近傍散策 
多 田 神 社 

 今回の近傍散策は正月号ということで、

前回の号でも少し紹介しました正月3ｹ日で
の初詣参拝者数20万人という多田神社で
す。 

 多田神社は当院から直線で1.6km、徒歩約
30分（2.2km）猪名川沿いの静かな環境にあ
ります。970（天禄元）年に第56代 清和天
皇のひ孫にあたる源満仲（みなもとみつな

か）公によって寺院として創建され、満仲

公をはじめ、頼光、頼信、頼義、義家の五

公を祀っています。明治に入り神仏分離に

より、お寺は同じく川西市にある満願寺に

移され、多田神社として現在に至り清和源

氏発祥の地として知られています。 

 源満仲公は都の武士として次第に力をつ

け、摂津はじめ各国の受領を歴任、摂津の

国（大阪）に土着後、多田付近を開発、本

拠を移し武士団を形成しています。多田に

居を移してからは多田満仲（ただのまん

ぢゅう ただのみつなか）公とも呼ばれ、大阪で作られたカルタでは

「た」・・“ただのまんじゅう武士のはじまり”と読まれています。 

その子 源頼光公は、大江山の鬼（酒呑童子）退治の伝説で知られ、境内には

ゆかりの鬼首洗池があり、神社にはその際に使用された刀“鬼切丸”が収蔵さ

れていますが、残念ながら現在一般公開はされていません。 
多田神社には、このほかに美女丸伝説、九頭竜伝説などの伝説が伝わっていま

すが、この紙面では紹介しきれませんので、是非神社のホームページなどをご

らん下さい。 

 境内は16,000坪の広さを誇り、本殿、拝殿、随神門は国の重要文化財に指定
されています。 

 行事は多々ありますが、中でも有名なのが、毎年4月第2日曜日に行われる
“源氏まつり”です。祭りのメインとなる

懐古行列は、多田神社からダイエー多田店

までの往復3.5ｋｍを練り歩く時代絵巻で、

源満仲公を始め、源氏ゆかりの武将に扮し

た人々が鎧兜に身を包み、また、巴御前、

常盤御前、静御前などのお妃方も桜花のト

ンネルの中、馬上りりしく進みます。 
祭りではそのほかにも、境内各所で奉納射

会を始め、物産展、お茶席、植木市等の催

物がひらかれます。 

 多田神社は、勝運の神様として

も知られています。まだ初詣を済

まされておられない方、多田神社

に参拝して歴史ロマンを感じなが

ら、今年も勝ち運に乗れるように

祈られてはいかがでしょうか。 

 

多田神社の位置 
川西市多田院多田所町１−１ 
 

 協立温泉病院 

 
多田神社 

懐古行列 

拝殿・本殿 

多田神社 

 今年は協立温泉病院で、「基本に戻ろう」をスローガンに５Ｓ活動として整

理整頓活動に取り組みました。 
５Ｓとは、整理(Seiri)、整頓(Seiton)、清掃(Seisou)、清潔(Seiketsu)、躾

(Shitsuke)のローマ字の頭文字を取ったもので、民間企業、特に工場などでは

1980年代から積極的に取り入れている手法です。必要以上に物を置かない、誰

でも直ぐに分かる場所に物を置く。物の定位置が決まっていて明確に表示する

といったことから整理・整頓を始め、人を教育する躾にまで繋げます。５Ｓ活

動は医療の安全面のついても効果が期待されます。また、探す手間を省ける

分、本来の医療行為に専念できます。 
 
医療法人協和会では、法人全体で毎年、業務改善プロジェクトに取り組んで

います。今年は9年目になり、法人の各病院、老健、在宅部門の13題の取り組み
の中で、協立温泉病院が「職員全員参加の５Ｓ活動」で最優秀賞をいただきま

した。 
 
 ５Ｓ活動として、院内の書類の収納方法の見直しやパソコン内の整理等、日

頃あまりできないところを担当を決めて実施しました。 

例えば、事故防止の視点で位置や収納を見直し、患者の安全につなげる工夫を 
 

したり、物の位置を決め、表示することでわかりやすく取り出しやすい環境へ

改善することができました。 
また、全員参加で実施することを大切にし、一斉に清掃を行うことで、連帯感

が生まれ、また、キレイになったら気持ちよくなり嬉しく、かつ仕事がしやす

くなるという効果を生むことができました。 
 
 今後も病院理念に掲げている安全・安心医療を追求するとともに、マンネリ

化しないよう業務を改善し、常に良いものを目指して活動を続けていきたいと

思います。  

5S活動 院内発表会 掲示による活動状況発表 

職員全員参加の温泉病院クリーンアップ作戦 

（５Ｓ活動）  

 
     医療法人協和会 協立温泉病院 
 
   理 事 長 木曽 賢造 
   院   長 信友 政明 
   開院年月日 １９８３年８月２日 
   診 療  科 目 内科、外科 、整形外科、循環器科、消化器科、放射線科 
         リハビリテーション科、皮膚科 
   診 療  時 間 ０９：００ ~ １２：００ 
         １３：００ ~ １５：００ 

病院の御案内 
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